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業、垂直的事業、関連的事業をまんべんなく展開
している企業であると考えられる。そこで本研究
では、そのような企業を「総合型」企業と位置付
けることとする。なおこの問題は、その他事業の
分類手法と合わせて、今後も検討するべき課題で
あると考える。本研究における経営多角化の戦略
タイプとその判定基準は､表6のように表される。
|表6本研究における多角化戦略の類型化
資料）筆者作成。
4．分析結果とその考察
前節において決定した経営多角化の戦略タイプ
とその判定基準に基づいて、分析対象28社を分類
し､多角化度指数､営業収支率を調査した（表7)。
以下に、調査結果について先行研究と比較しなが
た|め、専業型、本業型、垂直型、関連型のいずれ
にも当てはまらない企業が、非関連事業へ進出し
ていることにはならない。むしろその場合は、本
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戦略タイプ 判定基準
.専業型(S) 0.9≦SR
2.本業型(D) 0.5≦SR<0.9
3．垂直型(V) SR<0.5,RR<VR,0.2≦VR
4.関連型(R) SR<0.5,VR<RR,0.3≦RR
5．総合型(G) 上記以外
ら考察する｡
まず、JR3社及び東京メトロ5は、全ての年度
で戦略タイプは「本業型」であった。DIは比較
的低いが増加傾向にあり、多角化を積極的に進め
ていることを示している。また、営業収支率をみ
ると、概ね1l0%以上と比較的高い収益性を確保
しているc
次に大手民鉄は、DIを見ると各社、各年度と
も比較的高い値となっており、特に垂直型と関連
型に分類された企業はその傾向が強い。DIの推
移は、ほぼ横ばいのケース、増加しているケース、
減少しているケースとまちまちである。これは大
手民鉄の経営状況が多様であることを示すものと
考えられる。また、年度によって複数の戦略タイ
プに分類される企業が多く、比較的大胆な戦略の
転換を行っている可能性がある。営業収支率にお
いてもかなりのばらつきがあり、一時期はグルー
プ全体で赤字に転落した相鉄のようなケースがあ
る一方、110%を超える比較的高い収益性を維持
しているケースもある。
準大手民鉄、及び中小民鉄については、DIは
減少している企業が比較的多い。多角化経営を見
直し、収益性の高い事業に集中する傾向があるも
のと考えられる。準大手民鉄及び中小民鉄の戦略
タイプの推移をみても、変化が見られたケースは
垂直型から本業型、関連型から本業型、本業型か
ら専業型と、集中化の傾向にある◎その要因とし
ては、近年の経済・社会環境の変化が、大手民鉄
やJRと比べて規模の小さい準大手や中小民鉄の
経営状況に、より大きな影響を与えており、収益
性の悪化した事業の縮小や売却を行う動きが活発
化していることなどが考えられる。営業収支率を
見ても、一部に高い収益性を確保している企業も
あるが、多くの企業で厳しい経営状況にあること
が窺える。
おわりに
本研究では、1995年度から2012年度までのデー
タを用いて、鉄道事業における経営多角化の類型
化とその考察を行った。その結果、最近の鉄道事
1I本の鉄道事業における経営多角化の類剛化と比較分析
業における経営多角化の動向を示すことができ
た。また、分析対象をJR、大手民鉄､準大手民鉄、
中小民鉄とし、それぞれの動向の類似点、相違点
についても整理することができた。また、独自の
事業分類と戦略類型、及び判定基準を用いたこと
で、従来と異なる分析結果となった。しかし、従
来になかったような新しい知見が得られたとは言
い難い。今後の研究課題としては、以下の,点が挙
げられる。まず、分析対象の拡大である。本研究
において分析対象に含まれなかった公営、及び第
三セクターによる鉄道事業の分析が必要であると
考える。また、今M，非上場等でデータが入手で
きなかったケースについては、ヒアリングを行う
ことなどによって情報を入手し、経営多角化の分
析を行うことができると思われる。次に、戦略タ
イプ及びその判定蛙準についての妥当性の問題で
ある。本研究においては、分析対象企業の状況や
先行研究をもとに戦略タイプと判定基準を検討し
定めたが、分析対象の企業や年度等のデータを変
更して分析する場合にはその都度、検討しなおす
必要がある可能性がある。また、本研究において
新たに設定した「総合型」企業に分類される企業
はl社もなく、「総合型」とした企業の位置づけ
についても今後検討していく必要がある｡最後に、
本研究においては垂直的関係の解釈について2種
類の解釈を同時に用いているが、戦略タイプの判
定の際に2種類の垂直的関係が1つにまとめられ
ている。このことには問題がある可能性があり、
垂直的事業をさらに細かく分類するなど、今後の
検討を要する。
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表71995～2012年の各社の戦略タイプ、DI、営業収支率
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